
 

 

 

病 院 の 沿 革 

 



 



病 院 の 沿 革

昭和２５年 ４月 枚方市特別会計国民健康保険直営市民病院として診療科目、内科・外科、病

床数２６床、職員数２１名をもって開設

１２月 病床の増床（管理部門を転用）　　　病床数５２床

昭和２７年 ４月 ＮＨＫ委託病床１０床増設、その後廃止

昭和２８年 ４月 診療科の増設及び中病棟（木造）の増設

　　診療科目、内科・小児科・外科・産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科、以上６科

　　病床数９１床、職員数５６名

昭和３０年 １０月 枚方市と津田町の合併により、津田町立病院を国民健康保険直営市民病院の

職員数１１名、昭和４０年１月廃止

昭和３２年 ２月 外来本館増設及び病床の増床（既設管理部門を転用）

病床数１２０床、職員数８９名

昭和３３年 １０月 基準看護、基準給食を実施

１２月 日本住宅公団香里ヶ丘団地内に付属香里ヶ丘診療所を開設

診療科目、内科・外科・産婦人科　　病床数４床、職員数１０名　　昭和４３年１２月廃止

昭和３４年 ２月 未熟児センター、優生保護法の指定

　 ５月 総合病院の指定

６月 労災指定病院

昭和３５年 １月 病院の名称を市立枚方市民病院に改称

地方公営企業法財務規定等の適用

昭和３７年 ７月 病院第１次増改築工事完成（昭和３５年～昭和３７年度継続事業）

鉄筋コンクリート造３階建、病床８０床増設（南棟）

事業費１６６，２２８千円、病床数１４７床、職員数９９名

昭和３９年 ３月 基準寝具を実施

１２月 看護婦宿舎新築（鉄筋コンクリート造３階建、４８人収容）

病院第３次増改築工事で厚生棟に改造

昭和４０年 ３月 病院事業財政健全化計画を実施（財政再建団体）

９月 旧看護婦宿舎（木造）を病室に転用し、木造病棟一部廃止

病床数１７０床（増床２３床）

昭和４１年 １２月 地方公営企業法に基づく財政再建計画の指定日の指定を受ける　

（昭和４１年１２月２１日）

昭和４２年 ２月 地方公営企業法に基づく財政再建計画の承認を受ける

　財政再建期間　　昭和４１年度～昭和４７年度、不良債務額２５６，９９９千円

昭和４４年 ５月 病院第２次増改築工事完成（昭和４２年度～昭和４４年度継続事業）

鉄筋コンクリート造地下１階、地上３階建、病床数１３６床（旧北棟）

　事業費２５５，６２１千円、病床数２３５床、職員数１５７名、木造病棟解体

昭和４５年 １１月 救急指定病院告示　　救急告示年月日　　昭和４５年１１月１３日　　

　　　　　　　　　　　　　　救急告示番号　　　　第１６１１号

昭和４８年 ３月 地方公営企業法に基づく財政再建完了

昭和５２年 ７月 病院第３次増改築事業完成（昭和４８年度～昭和５２年度継続事業、中棟・新北

棟・看護婦宿舎新築、既設部分改造）、鉄筋コンクリート造地下１階、地上５階建、

病床数４６０床（一般４２８床、ICU４床、救急８床、隔離２０床）

事業費２，９１７，７６８千円、特二類看護実施

９月 診療科目　皮膚科　増設、　コバルト診療開始

１１月 診療科目　泌尿器科　増設

１２月 診療科目　整形外科　増設

津田分院として開設　　病床数２０床、診療科目、内科・外科・産婦人科　　
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昭和５３年 １月 診療科目　歯科（口腔外科）　増設

４月 診療科目　胸部外科　増設

６月 理学療法室　（リハビリテーション）開設

昭和５４年 ３月 臨床研修指定病院の指定（昭和５４年３月１３日）[厚生省告示第３５号]

昭和５５年 １０月 理学療法室の訓練室を増築

昭和５７年 ４月 １３病棟に小学校院内学級開設、１３病棟の病室６床を減　　病床４５４床

昭和５８年 １０月 休診中の脳神経外科を再開

１１月 CT棟完成　　鉄筋２階建、事業費７４，９６１千円

昭和５９年 ２月 医療事務電算機稼動

３月 ソーラーシステム設置　　事業費９６，７００千円

４月 麻酔科診療室開設

７月 市立枚方市民病院財政再建１０ヵ年計画策定（自主再建計画）

１０月 人間ドック実施

昭和６０年 ４月 医療相談室設置（医療ケースワーカー配置）

７月 救急医療体制の整備

９月 午後診療の充実（内科・眼科等）

昭和６１年 ７月 小児科夜間救急診療日の充実（木曜日の増設）

昭和６２年 ３月 院内各種表示の改善

６月 麻酔科の標榜

８月 第２駐車場（市立保健センター併用）完成

１０月 保健センター開設（医師等派遣）

昭和６３年 １１月 財政再建変更計画（２ヶ年）策定

第三次病院事業経営健全化団体に指定

１２病棟特三種看護実施

平成元年 ２月 １３病棟特三種看護実施

３月 患者用エレベーターの取り替え（２基）

７月 小児科夜間救急診療日の充実（水曜日の増設）

平成２年 ３月 財政再建変更計画に基づく財政再建（第三次病院事業経営健全化）完了

７月 救急病棟開棟　（隔離病舎空床利用１１床）

平成３年 ４月 救急病棟及び３２病棟特三類看護実施

７月 小児科夜間救急診療日の充実（月曜日の増設）

ＭＲＩ棟完成　　鉄骨１階建、事業費５０，８０９千円

平成４年 ４月 ３３病棟特三類看護実施

１３病棟に中学校院内学級開設

平成５年 ４月 土曜日の外来一般診療を休診

小児科休日夜間救急診療日の充実（土曜日の増設）

５月 ３５病棟特三類看護実施

平成６年 ６月 ２２病棟及び３４病棟特三類看護実施

１１月 ２３病棟特三類看護実施

平成７年 ７月 市立枚方市民病院将来計画検討委員会設置（任期平成９年３月まで）

平成８年 ５月 新看護（２．５：１）実施

平成９年 ８月 夏期における２４時間冷房運転開始

１１月 医療事故対策委員会設置

平成１０年 ４月 院外処方箋の発行開始

７月 新看護（２：１）実施〔→Ⅰ群入院基本料１〕
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平成１１年 ２月 市立枚方市民病院倫理委員会設置

４月 法改正により伝染病病床（20床）にかわり感染症病床（８床）設置

７月 小児科救急診療の充実（全日曜日の全日実施）

平成１２年 ４月 小児科救急診療の充実（全日実施）

平成１３年 ８月 ホームページを開設

１１月 禁煙外来を実施（平成１５年３月まで）

平成１４年 １月 脳ドックを開設

医療事故防止監察員要綱を制定

１０月 循環器科・呼吸器科・消化器科・肛門科・心臓血管外科・呼吸器外科標榜

１２月 リハビリテーション科標榜

平成１５年 ２月 院内全館禁煙

３月 看護婦宿舎の廃止

４月 医療安全管理者を設置し、安全管理体制を充実

８月 一般病床の届け出

９月 初診に係る特定療養費徴収の実施

平成１６年 ３月 オーダリング、電子カルテシステム導入

４月 地方公営企業法全部適用、管理者設置

６月 前立腺疾患に対する高密度焦点式超音波治療装置（HIFU）治療の開始

１０月 全面院外処方箋の発行開始（一部除く）

１２月 一般病床１２床を減（４３４床→４２２床、H16.12.20実施）

亜急性期病室設置

内視鏡下甲状腺手術治療の開始

平成１７年 １月 外来化学療法実施

７月 枚方市マンモグラフィ併用乳ガン検診受託開始

１０月 女性外来開設

平成１８年 ３月 救急病棟閉棟　（一般病床１１床を減）（４２２床→４１１床、H18．3．15実施）

４月 医療安全管理室設置

地域医療連携室設置

平成１９年 ４月 日本医療機能評価機構認定取得（H19.4.23～H24.4.22）

平成２０年 ７月 新看護（７：１）実施

平成２１年 ６月 新病院基本設計に着手

７月 一般病床８４床を減（４１１床→３２７床、H21.7.1実施）

診断群分類別包括支払制度（ＤＰＣ－ＰＤＰＳ）へ移行

平成２２年 ２月 新病院実施設計に着手

４月 地域医療連携室を「医療相談・連携室」に再編

５月 開院60周年記念シンポジウムを開催

１１月 北河内夜間救急センターが保健センター内へ移設したことに伴い、小児救急は二次に専念

平成２３年 ４月 院内保育施設の設置

１１月 新病院（建築・電気設備・機械設備）工事に着手

平成２４年 １月 セカンドオピニオン外来の実施

１０月 病院敷地内全面禁煙の実施
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平成２５年 ７月 形成外科・救急科の標榜

循環器科・呼吸器科・消化器科を循環器内科・呼吸器内科・消化器内科へ名称変更

外科を消化器外科・乳腺・内分泌外科に再編し、肛門科を標榜から削除

平成２６年 ５月 新病院（建築・電気設備・機械設備）工事完了

６月 新病院引き渡し

９月 新病院開院

病院名称を「市立ひらかた病院」に改称

病理診断科の標榜

診療局に内視鏡外科センター及び手術部、診療科に緩和ケア科を設置

平成２７年 １月 放射線治療を開始

１０月 全許可病床335床稼働（一般病床327床、感染症病床8床）

平成２８年 ３月 地域医療連携システムの運用開始

４月 大阪府がん診療拠点病院の指定

８月 新病院駐車場運用開始

１２月 新病院整備事業（自転車駐車場・芝生広場）工事完了

平成２９年 １月 新病院グランドオープン

３月 市立ひらかた病院改革プラン（第２次中期経営計画）策定

平成３０年 １月 精神科の標榜

平成３１年 ４月 消化器センター設置

令和２年 ７月

令和３年 ３月 地域医療支援病院の承認を受ける

下肢機能再建センター設置
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